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さらにWSSの三次元変化率であるOscillatory Shear Index (OSI)が高いと活性酸素が産生され、これもプラー
クの進展を引き起こす要因となる。すなわちWSSやOSIは冠動脈病変の進行やグラフトの予後に密接に関係し
ていると考えられ、それらを評価することで吻合部の流体力学的解析を行った。 
【方法】同一術者によりIMA-LAD吻合を含むCABGを行った症例のうち、術直後(入院中)と術後3～6ヶ月後
の冠動脈CTが存在する患者を抽出した。該当患者は9例、側側吻合が5例、端側吻合が4例であった。冠動脈
CT のデータからバイパス吻合部を抜き出して流体力学モデルを作製した。さらに流体力学解析ソフトを使用し
て４次元画像を作製し、内胸動脈と近位部冠動脈に推定流量を、末梢冠動脈に推定血圧の波形を与え、拍動流を
シミュレーションした。その結果からWSSとOSIを測定した。 
【結果】側側吻合では術直後には吻合部の末梢にポーチ状の部位が存在し、血流が同部位で渦流となり、WSS
は低くなっていた。OSIは吻合部直上のITA壁でPatchyに高い部分が存在しており、端側吻合でも同様にITA
壁にOSIの上昇した部位が見られた。いずれの吻合法においても、3～6ヶ月後のモデルでは吻合形態が直線化
しWSSや OSIが均一になっていた。 
【考察】これまでにも、疑似的にバイパス吻合部のシミュレーションモデルを作製し、それらを流体力学的に解
析した報告はなされている。しかし、これらはあくまで理想化されたモデルであり、完全なるシミュレーション
である。今回我々は実際のCABG術後患者のデータを用い、さらにその経時的変化を解析することで、吻合部が
どのようにリモデリングするかを明らかにした。側側吻合では術直後にポーチ状の盲端が存在しており、WSS
は低くなっている。一見、血行動態的に不利に見えるが、これは吻合部の大きな端側吻合にもみられる傾向であ
る。症例によっては側側吻合のポーチは術直後から消失しているものもあり、早期からリモデリングがすすんで
いることも示唆される。側側吻合は吻合口のサイズを合わせやすいというメリットもあり、端側吻合と比して明
らかなデメリットはないと考えられた。また、術直後の形態ではWSSやOSIが高く、これまでの報告であれば
プラークや石灰化が進行するはずであるが、IMA-LAD吻合部はむしろWSSやOSIが低くなるようリモデリン
グしている。これはnativeの冠動脈には無いIMAの特性であると考えられる。 
【結語】IMA-LAD吻合は吻合方法に関わらず、術後3～6ヶ月でWSSやOSIが理想的になるように形態がリ
モデリングする。 
 
 
 
 
